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防
衛
省
に
よ
る
幹
部
職
員
の
管
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

前
事
務
次
官
が
自
衛
隊
員
倫
理
規
程
に
違
反
し
、
軍
需
関
係
商
社
か
ら
接
待
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
受
け
、
防
衛
省
に
お

い
て
、
幹
部
職
員
に
居
場
所
が
特
定
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
の
携
帯
電
話
を
持
た
せ
、
幹
部
職
員
の
平
日
夜
間
、
休
日
の
行
動

を
把
握
す
る
方
針
（
以
下
、
「
方
針
」
と
い
う
。
）
を
固
め
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
方
針
」
は
防
衛
省
で
正
式
に
決

定
さ
れ
た
も
の
か
。

二

「
方
針
」
の
対
象
と
な
る
防
衛
省
幹
部
職
員
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
役
職
以
上
の
職
員
を
指
す
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

三

「
方
針
」
に
よ
り
、
二
の
役
職
以
上
の
幹
部
職
員
の
行
動
を
常
に
把
握
す
る
法
令
上
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

「
方
針
」
に
よ
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
の
携
帯
電
話
を
幹
部
職
員
に
供
与
す
る
に
あ
た
り
、
ど
れ
だ
け
の
予
算
措
置
が
必
要
と

な
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
方
針
」
は
、
前
事
務
次
官
に
よ
る
自
衛
隊
員
倫
理
規
程
の
違
反
の
よ
う
な
不
祥
事
に
対
し
て
、
四
の
予
算
措
置
に
見
合

う
だ
け
の
真
の
再
発
防
止
策
と
な
り
得
る
か
。
例
え
ば
、
あ
る
幹
部
職
員
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
の
携
帯
電
話
を
所
持
せ
ず
に
外
出

し
た
際
は
、
当
該
幹
部
職
員
の
行
動
を
把
握
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
り
、
全
く
「
方
針
」
の
意
味
が
な
く
な
る
と
考
え
る

一



が
、
防
衛
省
の
見
解
如
何
。

六

石
破
茂
防
衛
大
臣
は
、
「
方
針
」
に
関
し
て
「
防
衛
省
は
危
機
管
理
官
庁
だ
。
反
対
す
る
人
は
防
衛
省
に
い
て
も
ら
わ
な

く
て
結
構
」
と
の
旨
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
一
日
の
衆
議
院
テ
ロ
防
止
・
イ
ラ
ク
支
援
特
別
委
員
会
で
述
べ
た
と
承
知
す
る

が
、
そ
も
そ
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
の
携
帯
電
話
を
幹
部
職
員
に
供
与
し
、
所
持
さ
せ
る
こ
と
は
、
他
国
の
諜
報
活
動
等
に
よ
り
、

防
衛
省
幹
部
の
所
在
が
割
り
出
さ
れ
る
こ
と
等
で
、
か
え
っ
て
国
家
安
全
保
障
上
の
弊
害
に
な
り
得
る
こ
と
は
な
い
か
。
防

衛
省
の
見
解
如
何
。

七

「
方
針
」
に
よ
り
、
四
の
予
算
措
置
を
講
じ
て
幹
部
職
員
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
の
携
帯
電
話
を
供
与
す
る
よ
り
も
、
防
衛
省
幹

部
職
員
と
し
て
、
国
防
に
従
事
す
る
意
義
、
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
幹
部
職
員
個
々
人
の
意
識
改
革
を
図
る
こ
と
が
何
よ

り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
防
衛
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


